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伸
び
ゆ
く
日
向
市

活
気
づ
く
建
築

　
　
ツ
チ
音
高
い
住
宅

　
建
設

　
新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
て
、
や

が
て
二
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

私
た
ち
の
日
向
市
は
、
各
方
面
に
わ
た

っ
て
躍
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
で
建
設
さ
れ
で
い
る

住
宅
な
ど
に
つ
い
て
、
三
十
九
年
十
一

月
一
日
か
ら
四
十
年
十
月
三
十
「
日
ま

で
の
一
ケ
年
の
動
き
を
見
る
こ
と
に
し

ま
し
よ
う
。

．
六
一
五
件
の
建
築

申
請

　
住
宅
、
工
場
、
倉
庫
な
ど
の
建
築
を

冨幻／　
●

　　　ノレゐ．　且26

日　向　市　役所
総務課　文書広報係

号
所
三

月111965

し
ょ
う
と
す
る
場
合
は
、
必
ず
建
築
申

請
書
を
市
役
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
こ
れ
を
処
理
す
る
受
付
簿
か

ら
、
　
一
ケ
年
間
の
動
き
を
ま
と
め
て
み

ま
す
と
、
申
請
総
数
は
六
百
十
五
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
新
築
申
請

は
四
百
三
十
三
件
で
、
の
こ
り
百
八
十

二
件
は
増
築
、
改
築
、
移
動
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
用
途
別
で
は
、
専
用
住
宅
の
申
請
数

が
も
っ
と
も
多
く
四
百
二
十
四
件
で
、

二
番
が
倉
庫
、
車
庫
な
ど
の
五
十
「

件
、
三
番
が
店
舗
の
四
十
四
件
、
次
が

工
場
、
事
務
所
、
病
院
な
ど
合
せ
て
、

七
十
七
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
一

発
編

　
こ
れ
を
月
平
均
に
し
ま
す
と
五

十
一
件
と
な
り
ま
す
。

住
宅
は
ほ
と
ん
，

ど
木
造
建
築

　
　
新
築
住
宅
で
は
木
造
建
築
が
ほ

　
と
ん
ど
で
二
百
七
十
件
、
約
八
十

　
パ
i
－
ヤ
ー
ン
k
ー
ド
」
曳
コ
，
り
↓
承
’
ナ
。
　
　
つ
。
つ

　
い
て
コ
ン
ウ
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
与
建

　
の
五
十
二
件
、
十
五
パ
！
セ
ン

　
ト
、
以
下
鉄
筋
コ
ン
ッ
リ
ー
ト

　
建
、
鉄
骨
造
り
と
な
っ
て
い
ま

　
す
。

　
　
住
宅
の
平
均
建
築
面
積
は
、
木

　
造
が
六
十
九
平
方
米
、
コ
ン
ヶ
リ

　
1
ト
プ
ロ
ッ
、
サ
建
が
百
十
二
平
方

　
米
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
で
二

　
百
五
十
二
平
方
米
に
な
っ
て
い
ま

　
す
。

住
宅
の
増
築
、
改
築
、
用
途
変
更
な

ど
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
建
設
は
日
知

　
屋
地
域
が
中
心

　
以
上
の
建
築
物
が
地
域
的
に
は
ど
こ

に
建
設
き
れ
て
い
る
か
を
見
ま
す
と
、

臨
海
工
業
地
帯
を
ひ
か
え
、
区
画
整
理

の
行
な
わ
れ
ま
し
た
日
知
屋
地
域
が
も

っ
と
も
多
く
、
．
「
百
七
十
件
に
な
っ
て

い
ま
す
。
二
の
う
ち
新
築
件
数
は
百
五

十
八
件
で
す
，
つ
づ
い
て
富
高
地
域

（
市
街
地
を
A
，
励
む
）
の
百
一
．
↓
十
件
で
、

新
築
色
汗
は
五
卜
七
件
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
．
一
番
は
財
光
寺
地
域
の
百
十
五
件

で
、
新
築
数
は
六
十
四
件
に
な
っ
て
い

ま
す
。
以
下
四
番
が
細
島
地
域
の
四
卜

一∴

盾
ﾅ
、
新
築
二
f
九
件
、
　
そ
の
他

塩
見
、
平
岩
、
美
々
津
、
西
脇
の
順

と
な
り
、
地
区
の
合
計
は
五
十
七
件

で
、
新
築
一
「
十
八
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
（
た
だ
し
、
市
営
住
宅
な
ど
公
営

住
宅
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
）

市
営
住
宅
も
今
年

、
幽
幽
に
完
成

　
四
十
年
度
の
市
営
住
宅
建
設
は
新
興

市
団
地
の
二
十
四
戸
を
は
じ
め
、
伊
勢

ケ
浜
地
区
に
六
戸
、
平
岩
地
区
に
六
戸

が
今
年
度
中
に
完
成
い
た
し
ま
す
。

？

」
　
」
、

’▼

7

旨

　
ま
た
、
県
営
住
宅
も
財
光
寺
ニ
ツ
枝

に
十
戸
が
完
成
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
外
公
営
住
宅
や
会
社
の
給
与
住

宅
な
ど
も
今
年
度
中
に
相
当
多
く
建
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
以
上
、
住
宅
な
ど
建
築
物
に
つ
い
て

簡
単
に
の
べ
ま
し
た
が
、
今
や
私
た
ち

の
日
向
市
は
、
建
築
ブ
ー
ム
の
方
向
を

し
め
し
、
新
産
業
都
市
へ
と
発
展
し
て

ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

建設途上の新財市団：地
現在40世帯が入居しています。
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28

日

菊
花
展
　
活
花
展

美
術
展
　
コ
・
バ
ル
ト
展

◎
文
化
の
日
　
書
道
展

俳
句
大
会
　
野
球
　
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
　
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

婦
人
教
育
講
演
会

謡
曲
大
会
　
卓
球
　
庭
球

野
球
大
会

県
北
市
町
村
長
議
長
会

農
作
物
損
害
評
価
会

溶
接
技
術
コ
ン
ク
ー
ル

仔
牛
品
評
会

農
業
セ
ン
サ
ス
抽
出
審
査

研
究
会

市
、
東
臼
杵
南
部
老
人
ク

ラ
ブ
指
導
者
研
修
会

立
磐
神
社
大
祭
（
1
4
日
）

民
生
委
員
協
議
会
合
同
委

員
会
　
仔
豚
せ
り
市

肢
体
不
自
由
児
保
護
者
協

議
会
総
会

み
か
ん
販
売
対
策
協
議
会

浄
水
場
濾
過
地
補
修
工
事

入
札

昭
和
4
0
年
工
業
統
計
説
明

会仔
牛
品
評
会

消
防
団
部
長
会
議

◎
勤
労
感
謝
の
日

．
秋
季
仔
牛
せ
り
市

防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド
実
施

八
市
議
長
淵

仔
凝
せ
り
市

焼
け
た
ら
た
い
へ
ん
…
…

　
の
ニ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
　
ニ
コ
　
ロ
ロ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
コ
ニ
ニ
コ
ニ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
ロ
　
ニ
　
ニ
コ
ニ
コ
ニ
ロ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ミ
コ
ロ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
コ
　
ニ
ロ
ロ
ロ
ニ
ニ
ニ
ニ
い

押
…
い
ま
か
ら
火
器
類
の
点
検
を

　
　
　
　
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間

　
　
　
　
　
　
　
1
1
月
2
6
日
～
1
2
月
2
日

冬
が
近
づ
い
て
火
災
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た

　
木
枯
ら
し
が
吹
き
、
来
春
の
新
緑
の

頃
ま
で
も
っ
と
も
火
災
の
多
い
と
き
で

す
。
と
く
に
い
ま
か
ら
、
こ
た
つ
、
ス

ト
ー
ブ
、
た
き
火
、
子
供
の
火
遊
び
な

ど
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
た
つ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
完
全
な

も
の
を
用
い
、
む
り
や
、
ま
ち
が
っ
た

使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
石
油

コ
ン
ロ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
十
分
注
意

し
、
石
油
や
ガ
ス
の
危
険
性
を
よ
く
わ

き
ま
え
て
使
用
し
な
い
と
大
へ
ん
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
き
火
に
は
必
ず
人

を
つ
け
、
子
供
の
火
遊
び
は
さ
せ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
と
し
も
1
1
月
2
6
日
か

ら
来
月
2
日
ま
で
、
全
国
的
に
火
災
予

防
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
本
市
も
こ

れ
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
防
火
に

関
す
る
行
事
を
行
な
い
ま
す
。
と
く
に

今
回
の
運
動
期
間
中
は
「
家
庭
に
お
け

る
火
災
予
防
と
緊
急
時
の
準
備
」
に
つ

い
て
の
次
の
事
項
を
守
る
よ
う
お
ね
が

い
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
こ
の
期
間

中
、
消
防
演
習
の
た
め
、
召
集
信
号
の

サ
イ
レ
ン
と
警
鐘
を
な
ら
し
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
イ
レ
ン
ー
5
秒
（
5
秒
休
み
）
匿

警
鐘
－
喀
雛
㎝

◎
火
災
予
防
運
動
重
点
事
項

　
○
　
燃
焼
器
具
の
安
全
な
取
扱
い
の

　
　
　
励
行

－
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

　
石
油
コ
ン
ロ
等
は
、
説
明
書
に
よ
っ

　
て
家
族
全
員
が
よ
く
使
い
か
た
を
知

　
る
こ
と
。

2
　
使
用
す
る
場
所
は
安
全
な
と
こ
ろ

　
で
あ
る
こ
と
。

3
　
点
火
後
、
燃
え
か
た
が
安
定
す
る

　
ま
で
よ
く
注
意
す
る
こ
と
。

4
　
持
ち
運
び
は
、
火
を
消
し
て
か
ら

　
行
な
う
こ
と
。

5
　
使
用
後
は
、
完
全
に
消
火
を
確
か

　
め
る
こ
と
。

6
　
器
具
は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
、

　
燃
焼
中
は
給
油
し
な
い
こ
と
。

　
○
　
子
供
の
火
遊
び
は
さ
せ
な
い
よ

　
　
う
に

一
　
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
等
は
、
小
さ

　
い
子
供
の
手
の
と
ど
か
な
い
場
所
に

　
保
管
し
、
も
え
や
す
い
も
の
は
き
ち

　
ん
と
整
と
ん
し
て
お
く
こ
と
。

2
　
子
供
だ
け
の
た
き
火
は
、
絶
対
さ

　
せ
な
い
こ
と
。

　
○
　
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
安
全

　
　
を
た
し
か
め
て

一
　
よ
く
消
し
て
か
ら
、
捨
て
る
習
慣

　
を
つ
け
る
こ
と
。

2
　
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
は
、
机
、
テ

　
ー
ブ
ル
、
本
箱
な
ど
の
上
に
置
い
た

　
ま
ま
、
よ
そ
へ
行
か
な
い
こ
と
。

3
　
寝
た
ば
こ
は
、
な
る
べ
く
さ
け
る

　
こ
と
。

　
○
　
た
き
火
は
安
全
な
場
所
で

1
　
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
は
、
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
、
た
ば
こ
な
ど
、

　
火
気
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

2
　
た
き
火
中
は
、
そ
ば
に
十
分
な
水

　
を
用
意
し
て
、
人
を
か
な
ら
ず
つ
け

　
る
こ
と
。

　
○
　
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
及
び
か
ま

　
　
ど
等
は
常
に
点
検
し
、
破
損
や
故

　
　
障
は
た
だ
ち
に
修
理
す
る
こ
と
。

　
○
　
火
を
使
用
す
る
器
具
の
安
全
な

　
　
設
置
場
所
の
選
定
。

一
　
ス
ト
ー
ブ
、
コ
ン
ロ
等
は
、
カ
ー

　
テ
ン
、
座
ぶ
と
ん
、
障
子
な
ど
に
着

　
火
し
な
い
所
、
ま
た
棚
な
ど
か
ら
物

　
の
落
ち
な
い
場
所
を
選
ぶ
こ
と
。

2
　
コ
ン
ロ
は
、
熱
に
つ
よ
い
、
も
え

　
な
い
材
料
の
台
を
使
う
こ
と
。

○
　
た
き
火
の
あ
と
し
ま
つ
を
十
分
に

一
　
た
き
火
の
残
り
火
は
十
分
注
意
し

　
完
全
に
消
す
こ
と
。

2
　
取
り
灰
は
、
も
え
な
い
容
器
に
入

　
れ
る
こ
と
。

　
○
　
外
出
、
就
寝
時
の
火
の
し
ま
つ

1
　
体
の
不
自
由
な
人
や
子
供
を
こ
た

　
つ
に
寝
か
せ
た
ま
ま
、
外
出
し
な
い

　
こ
と
。

2
　
外
出
や
寝
る
と
き
は
、
火
元
を
よ

　
く
確
か
め
て
か
ら
。

　
○
　
消
火
用
水
等
の
準
備

1
　
つ
ね
に
火
を
使
用
す
る
場
所
に
は

　
適
当
な
消
火
器
を
用
意
す
る
こ
と
。

2
　
就
寝
前
に
は
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
汲

　
ん
で
お
く
こ
と
。

　
○
　
大
事
な
物
は
、
非
常
の
場
合
持

　
　
ち
出
せ
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
こ

　
　
と
。

　
○
避
難
準
備

1
　
非
常
の
際
の
避
難
路
、
方
法
を
考

　
え
訓
練
し
て
お
く
こ
と
。

2
　
旅
館
や
よ
そ
の
家
に
外
泊
す
る
と

　
き
は
、
と
く
に
避
難
路
を
調
べ
て
お

　
く
こ
と
。

3
地
震
な
ど
の
際
の
避
難
場
所
、
方

　
法
を
定
め
て
お
く
こ
と
。

壌

写真は旧市役所発火当時

芋

◎
私
は
、
み
ん
な
の
広
報
、
市
民
の
つ
か
い
◎

毎
月
十
日
発
行
さ
れ
て
全
戸
に
配
布
さ
れ
ま
す
．

「

、
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加
入
し
て
い
ま
す
か
？

／

国
民
年
金
制
度
…
…

　
会
社
や
官
公
庁
に
勤
め
る
人
は
、
厚

生
年
金
保
険
や
公
務
員
共
済
組
合
な
ど

い
わ
ゆ
る
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
二
十
才
か

ら
五
十
九
才
の
す
べ
て
の
国
民
は
「
国

民
年
金
制
度
」
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
国
民
年
金
」
は
ご
承
知
の
と
お
り

老
後
を
保
障
す
る
老
令
年
金
を
は
じ

め
、
傷
疾
病
に
よ
る
障
害
年
金
、
夫
が

死
亡
し
た
場
合
の
母
子
年
金
な
ど
の
ほ

か
、
各
種
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
の
よ
う
に
交
通
事
故
の
激
増
な

ど
考
え
る
と
、
い
つ
、
そ
の
事
故
に
遭

遇
す
る
か
わ
か
ら
な
い
現
状
で
す
。

　
ま
た
「
，
老
令
年
金
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
ど
、
平
均
寿
命
の
の
び
と
と
も

に
老
令
人
口
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
将
来
老
人
は
若
い
人
に
頼
っ
て
お

れ
な
い
状
態
と
な
り
、
　
「
老
人
の
座
も

い
ま
以
上
に
き
び
し
く
な
る
」
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
事
故
が
お
き
て
か
ら

と
か
、
老
令
に
な
っ
て
か
ら
と
思
っ
て

い
る
方
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

☆
も
ら
え
な
く
な
る

　
　
　
　
　
　
老
令
年
金
☆

　
国
民
年
金
は
、
他
の
年
金
制
度
と
同

じ
よ
う
に
、
一
定
の
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

法
律
に
よ
っ
て
、
今
後
こ
の
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
と
「
老
令
年
金
」

は
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ

に
「
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
」
を
し

て
保
険
料
を
納
め
、
不
測
の
事
故
や
、

老
後
に
う
適
い
の
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　
納
め
る
保
険
料
は
毎
月
、
三
十
四
才

ま
で
百
円
、
三
十
五
才
以
上
は
百
五
十

円
で
す
。
そ
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は

保
険
石
針
は
収
納
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　
写
真
は
…
先
日
行
な
わ
れ
た
第
一
回

　
　
　
　
日
向
市
国
民
年
金
保
険
料
納

　
　
　
　
付
言
語
長
会
議
で
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
す
る
日
向
市
長

．
ノ

閣

’

ダ
ず
、

　
　
・
」
幅．

痴
　
醗
ぞ
零
「

亀

自
k

◎

煙
が
生
ん
だ
市
財
源

　
四
千
万
円
に
の
ぼ
る

　
た
ば
こ
消
費
税

　
市
内
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
た
ば
こ

を
買
え
ば
、
そ
の
売
れ
た
量
に
し
た

が
っ
て
、
日
本
専
売
公
社
か
ら
一
定

の
税
率
に
よ
る
た
ば
こ
消
費
税
が
市

の
台
所
に
は
い
っ
て
き
ま
す
。

　
昨
年
度
（
三
十
九
年
四
月
～
四
十

年
三
月
）
は
一
年
間
に
一
「
五
、
九
三

一、

ｪ
九
〇
円
が
、
ま
た
こ
と
し

の
四
月
か
ら
十
月
ま
で
一
六
、
九
二

三
、
一
九
〇
円
、
あ
わ
せ
て
四
千
一

百
万
円
以
上
の
金
が
は
い
り
、
市
の

財
政
を
う
る
お
し
て
い
ま
す
。

　
吸
う
た
ば
こ

　
　
贈
る
た
ば
こ
も
日
向
市
で

ゆ

II師Ill

撫
・

〆
鎌
．
一

明
る
く
正
し
い
選
挙
の

．
…
…
一
三
…
一
…
一
…
…
一
…
強
調
月
間
で

　
こ
と
し
は
、
　
「
国
民
参
政
七
十
五
周

年
、
普
通
選
挙
四
十
周
年
、
婦
人
参
政

二
十
周
年
」
と
い
う
選
挙
史
上
ま
こ
と

に
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
記
念
式
典
は
、
中
央
で
は
東
京

に
お
い
て
、
十
月
十
五
日
天
皇
、
皇
后

両
陛
下
を
お
む
か
え
し
て
盛
大
に
行
な

わ
れ
、
ま
た
本
県
で
は
十
一
月
五
日
、

宮
崎
市
に
お
い
て
記
念
大
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
十
一
月
は
明
る
く
正
し
い

選
挙
の
強
調
月
間
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
私
達
も
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に

の
ぞ
み
、
国
民
参
政
の
意
義
と
国
民
固

有
の
権
利
で
あ
る
選
挙
権
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
認
識
を
深
め
な
が
ら
、
さ

ら
に
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
お
し
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
有
権
者
は
、
い

ま
の
選
挙
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
、
を
反

省
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

で

す

川1川1川田川川瘤

す
。　

今
日
の
選
挙
制
度
に
発
展
す
る
ま
で

に
は
、
普
通
選
挙
の
実
現
に
し
て
も
、

婦
人
参
政
権
の
獲
得
に
し
て
も
、
多
く

の
先
人
の
労
苦
の
努
力
に
よ
っ
て
確
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
を
回
こ
し
、

先
人
の
労
苦
を
し
の
び
、
選
挙
制
度
を

自
覚
し
、
選
挙
権
の
重
要
性
を
考
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
（
写
真
は
、
原
町
の

三
叉
路
に
立
て
ら
れ
た
「
明
る
く
正
し

い
選
挙
宣
言
都
市
」
の
塔
で
す
。
）

人口（11月1畷在）

男

女

計

　　20．972人

（前月より51人の増）

　　22．829人

（前月より75人の増）

　　43．801人

　（前月より126人の増）

世帯数10、736

　（前月より21世帯の増）
　40年10月1日の人口は、

40年度国勢調査の入口を
もちしYました。；門・
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小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
の
服
用

26

冾
ｩ

　
小
児
マ
ヒ
の
生
デ
リ
オ
ワ
ク
チ
ノ
の

投
与
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
最
寄
つ
の
場
所
で
服
用

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
こ
の
ワ
ク
チ
ノ

は
二
回
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
一
「

回
服
用
し
て
く
だ
き
い
。

ワ、

Y
当
　
者

ω
　
第
一
回
目
　
　
昭
和
四
十
年
一
「
弓

　
　
一
日
か
ら
四
十
年
七
月
一
．
一
十
一
日

　
　
ま
て
生
ま
れ
た
人
（
た
た
し
、
三

　
　
十
九
年
五
月
一
日
か
ら
四
十
年
一

　
　
月
一
二
十
一
日
ま
て
に
生
ま
れ
た
人

　
　
で
、
一
回
も
服
用
し
て
い
な
い
人

　
　
も
含
ま
れ
ま
す
）

②
第
二
回
目
　
　
昭
和
三
十
九
二
九

　
　
月
一
日
か
ら
四
十
年
一
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
て
、
一
回

　
　
服
用
し
た
人
（
た
た
し
、
三
十
九

　
年
五
月
一
日
か
ら
三
十
九
年
八
月

ら

実
施

　
　
三
十
一
日
ま
て
に
生
ま
れ
た
人
て

　
　
一
回
服
用
し
た
人
も
含
み
ま
す
）

☆
料
　
金

　
A
級
　
五
十
五
円
（
市
民
税
四
⊃
○

　
　
　
　
円
以
上
納
め
て
い
る
家
庭
）

　
B
級
　
無
料
（
市
民
税
の
均
等
割
を

　
　
　
　
納
め
て
い
る
家
庭
）

　
C
級
　
無
料
（
A
、
B
級
以
外
の
家

　
　
　
庭
）

㌧
そ
　
の
　
他

　
A
級
以
外
の
家
庭
は
市
民
税
の
納
付

書
又
は
納
税
証
明
書
を
持
参
し
て
く
た

さ
い
。

｝
と
き
・
と
こ
ろ

　
日
向
市
役
所

　
　
十
一
月
二
十
六
日

　
　
十
三
時
～
十
四
時
「
十
分

　
細
島
小
学
校

　
　
十
一
月
光
一
（
十
五
時
～
十
六
時
）

日
知
屋
小
学
校

　
十
一
月
斑
白
（
十
三
時
～
十
四
時
）

比
良
公
民
館

　
十
二
月
一
日
（
十
三
時
～
十
四
時
）

塩
見
小
学
校

　
十
一
「
月
一
日
（
十
五
時
～
十
六
時
）

渡
辺
病
院

　
十
一
「
月
二
日
（
十
三
時
～
十
四
時
）

美
々
津
支
所

　
十
二
月
三
日
（
十
四
時
～
十
五
時
）

　
☆
読
書
の
秋
☆

　
　
本
を
読
み
ま
し
ょ
う

　
灯
火
親
し
む
の
候
、
な
ん
と
い
っ
て

も
〃
秋
〃
は
、
本
の
感
触
か
恋
し
く
な

り
ま
す
，
読
み
捨
て
雑
誌
の
は
ん
ら
ん

し
て
い
る
昨
今
で
す
か
、
こ
く
の
あ
る

ノ

本
を
し
っ
く
り
読
む
季
節
で
す
。

　
良
書
か
自
由
に
選
ば
れ
、
使
用
料
も

入
会
金
も
い
ら
な
い
市
寸
図
書
館
を
、

お
お
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
図
書
館
に
は
、
個
人
て
は
求
め
か
た

い
高
価
な
本
て
も
良
識
を
も
っ
て
購
入

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
分
類
に
よ
っ
て
き

ち
ん
と
書
庫
に
整
理
さ
れ
て
、
一
般
市

民
の
こ
利
用
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

ω
総
記
　
ω
文
学
　
㈹
歴
史
　
ω
芸
術

⑤
社
会
科
学
　
㈲
自
然
科
学
　
ω
工
業

工
学
　
㈲
語
学
　
㈲
産
業
　
⑩
小
中
高

生
徒
用
百
科
辞
典
、
教
養
的
文
学
も
の

ω
そ
の
他

☆
新
刊
書
入
荷
案
内
U
，

◇
文
学
　
七
十
冊
　
◇
芸
術
　
五
冊

◇
社
会
科
学
　
十
冊
　
◇
歴
史
　
十
冊

◇
自
然
科
学
　
十
冊
　
合
計
　
百
五
冊

彌
灘
鰯

一
i

患者輸送に新威力市役所衛生車購入　
い
ま
ま
て
の
衛
生
車
か
古
く
な
っ
た

の
で
、
先
月
あ
た
ら
し
い
衛
生
車
を
購

入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
伝
染
病
愚
者
輸
送
や
、
保

健
衛
生
業
務
に
一
段
と
能
率
か
あ
か
る

こ
と
て
し
ょ
う
。
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　　　　　　量・質ともに大成功

　　第一回総合文化祭にぎやか
　日向市第1回文化祭は10月末から始まり、11月3日文

化の日を中心に今月一ぽい行なわれますか、すてに終
った部門では、準備に努力きれた各種団体の人々の苦
心もみのって、市役所をはしめ各会場の行事は、量、

質ともに大成功であった。なかでも貴重な作品か用意
された展示会は、参加した人々に大きな満足を与えて
くれました。

　写真は　上から、菊花展、コバルト展、書道展、
　　　　　　　　バレーボール大会

誠く囂Jザ．恥
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